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東京都エシカル消費普及啓発推進事業
事業計画書（連携事業）

１　事業名
	



２　助成対象事業の実施主体
	代表事業者

	事業者名
	

	代表者役職氏名
	

	所在地
	

	担当者
	部署名
	

	
	氏名
	

	
	住所
	〒


	
	電話番号
	

	
	E-mail
	

	共同事業者１

	事業者名
	

	代表者役職氏名
	

	所在地
	

	担当者
	部署名
	

	
	氏名
	

	
	住所
	〒


	
	電話番号
	

	
	E-mail
	

	共同事業者２

	事業者名
	

	代表者役職氏名
	

	住所
	

	担当者
	部署名
	

	
	氏名
	

	
	住所
	〒


	
	電話番号
	

	
	E-mail
	


[bookmark: _Hlk192190627]※３者以上での連携の場合は、表を追加して記入してください。





３　事業概要（１００字程度）
	※助成事業の目的、対象、実施内容を簡潔に記入すること。







４　事業目的
	※事業実施に至る背景・課題、経緯、目的等を記入すること。
※当該事業が都民のエシカル消費の認知度向上、興味・関心喚起、実践促進にどのように資するのか、事業の必要性を記入すること。









５　事業内容
	（１）事業実施時期
　　　　　　年　　月　　日　～　　　　　年　　月　　日　

（２）事業対象者




（３）事業の広報の方法





（４）事業実施場所・会場




（５）活動内容
※エシカル消費に関する一般的な説明及びTOKYOエシカルアクションプロジェクトの紹介をどのようにして行うのかを必ず記入すること。














６　実施体制等
	（１）実施体制
※助成事業の運営体制と人員状況、施工監理、経理等の体制、連携する事業者間の役割分担及び経費負担の考え方などを記入すること。





（２）実施日程・工程
※事業の主要なスケジュールを記入すること。









７　事業効果
	（１）期待できる事業効果
※事業実施による成果が特定の企業・団体等に帰属せず、業界内外への波及やTOKYOエシカルアクションプロジェクトの活動の普及、都民及び東京都全体のエシカル消費の推進にとってどのような効果があるのか分かるよう具体的に記入すること。
※事業者間の連携による期待される相乗効果等を記入すること。








（２）事業成果の活用方法・事業終了後の計画
※事業の成果物がある場合は、その管理・活用方法を記入すること。
※関連する事業計画や事業終了後の展開についての予定があれば、その内容を記入すること。










８　申請事業の特徴
	※事業者間の連携による利点や強み、独自性等、特にアピールしたい点を記入すること。










９　その他
	※その他過去の取組実績等特筆すべきことがあれば記入すること。












